
 
 

■調査の目的 

 

 

 

 

■調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■春日部市の学力調査結果の概要（教科区分ごとの平均正答率）　　（単位％） 

 

 　 学年 国語 算数・数学 英語

 

Ｒ６

小６ 市 ６９ ６３

 県 ６９ ６４

 国 ６７．７ ６３．４

 中３ 市 ５６ ４９

 県 ５９ ５３

 国 ５８．１ ５２．５

 

Ｒ５

小６ 市 ６９ ６１

 県 ６８ ６２

 国 ６７．２ ６２．５

 中３ 市 ７１ ４８ ４０

 県 ７１ ５２ ４６

 国 ６９．８ ５１．０ ４５．６

•義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

•学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

•そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  

令和６年度　全国学力・学習状況調査 

春日部市全体の調査結果概要（目的・概要等）

実 施 日　令和６年４月１８日（木） 

調査対象　１ 原則として全児童生徒を対象とする。 

【小学校調査】 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年 

【中学校調査】 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第９学年 

２ 小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象とな

る教科について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 

(1) 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

(2) 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容 

の指導を受けている児童生徒 

調査事項　１ 児童生徒に対する調査　 

(1) 教科に関する調査 

①小学校〈国語、算数〉 

②中学校〈国語、数学〉 

(2) 質問調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査 

２ 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組等に関する質問紙による調査 



■教科に関する調査結果（小学校） 

【平均正答率が最も低かった問題】 

・漢字を使って書き直す問題。「きょうぎの作戦を考えたりします。」 

・目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き

表し方を工夫して書く問題。（６０字以上１００字以内） 

 

【平均正答率が最も低かった問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校　国語

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ６９

 

学習指導 

要領の 

領域等

言葉の特徴や使い方に関する事項 ６６．８

 情報の扱い方に関する事項 ８５．８

 我が国の言語文化に関する事項 ８０．４

 話すこと・聞くこと ５９．１

 書くこと ７０．１

 読むこと ７３．７

 
小学校　算数

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ６３　　

 
学習指導 

要領の 

領域等

数と計算 ６５．４

 図形 ６６．５

 変化と関係 ５０．８

 データの活用 ６１．３

メモの書き表し方を説明した

ものとして、適切なもを選択す

る問題は、高い正答率である。

また、「読書を通して、自分の

心に響く言葉や今までになかっ

た考えを見つけることができ

る」という読書の意義を捉える

こともできている。

【記述式問題について】 

昨年度、２教科で共通して「記述式」の正答率が著しく下がるという数値がでていた

が、今年度、国語においては数値が上がっている。しかし、算数では依然として課題と

なっており、改善に向けた取組が必要である。（式や解について自分の考えを表現する

時間を設ける。・朝活動で重点的に取り組む等） 

数量の関係を□を用いた式

に表す問題は高い正答率であ

る。「変化と関係」では、時

間を求める問題、速さをもと

め理由を答える問題に課題が

みられる。 

問題形式
正答率（％）

国語 算数
選択式 ７０．８ ７５．５

記述式 ６８．７ ５０．１



■教科に関する調査結果（中学校） 

【平均正答率が低かった問題】 

①本文中の図の役割を説明したものとして適切なものを選択する問題 

②本文に書かれていることを理解するために、着目する内容を決めて要約する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均正答率が低かった問題】 

①求める方法を、式やグラフを用いて説明する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学校　国語

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ５６　　

 

学習指導 

要領の 

領域等

言葉の特徴や使い方に関する事項 ５５．５

 情報の扱い方に関する事項 ５７．５

 我が国の言語文化に関する事項 ７１．４

 話すこと・聞くこと ５８．７

 書くこと ６２．５

 読むこと ４６．６

 
中学校　数学

平均正答率(%)

 春日部市

 全　体 ４９　　

 
学習指導 

要領の 

領域等

数と計算 ４５．８

 図形 ３７．７

 関数 ５６．９

 データの活用 ５２．９

言語文化については、概ね高

い正答率である。目的や意図に

応じて、集めた材料を整理し、

伝えたいことを明確にすること

も高い正答率である。目的に応

じて要約すること、文章と図と

を結びつけ内容を解釈すること

に課題が見られる。

正の数と負の数の加法の計算

は、高い正答率である。関数に

おいては、二つのグラフにおけ

るｙ軸との交点について、事象

に即して解釈することができて

いる。しかし、数学的な表現を

用いて説明する問題では、正答

率が低くなっている。



② 

 

 

 

 

 

 

【小中学校に共通する事項（クロス集計から）】 

・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の

組立てなどを工夫して発表した生徒ほど正答率が高い。 

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますかという設問に対し、

「１時間以下」と回答した児童生徒ほど正答率が高い。 

・道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に

取り組んでいると回答した生徒ほど正答率が高い。

【全国平均正答率との差】 

・小学校国語では、全国平均正答率との差が１．５ポイント広がっている。 

　（令和５年度より０．３ポイント差が広がった。） 

・小学校算数では、全国平均正答率より０．５ポイント低いが、昨年度より０．９ポイ

ント、差が縮まっている。 

・中学校では、２教科とも全国平均正答率より低くなっている。 

　（国語　－２．４ポイント　数学－３．７ポイント）


